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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第37期

第１四半期
連結累計期間

第38期
第１四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日

自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日

自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日

売上高 (千円) 2,290,467 2,156,473 8,782,354

経常利益 (千円) 68,939 53,599 228,762

四半期(当期)純利益 (千円) 51,920 39,398 164,152

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 69,375 38,471 240,727

純資産額 (千円) 1,117,450 1,328,896 1,289,208

総資産額 (千円) 3,122,494 3,230,225 3,376,373

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9.97 7.57 31.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.8 41.1 38.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成25年11月１日～平成26年１月31日）におけるわが国経済は、安倍政

権の経済政策への期待感や円高の解消、輸出産業を中心とした業績回復基調も見られ、景気は順調に回

復基調にはあるものの、企業を取り巻く環境は業種による差も見られ依然として不透明な状況が続いて

おります。

国内の雇用環境につきましては、厚生労働省発表の有効求人倍率は、平成26年１月で1.03倍、総務省

発表の労働力調査によると、完全失業率は平成26年１月では3.7％と、各数値とも改善傾向にはあるも

のの、依然として大企業を中心とした人員削減の影響もあり雇用環境は楽観視できない状況にありま

す。

このような環境の中で、当社グループは、ＩＴを軸とした12万5,000人の登録エージェントによるＢ

ＰＯ事業の更なるサービスの品質・効率の向上、強化に取り組んでまいりました。　

当社グループはＢＰＯ事業のみの単一セグメントとなっておりますが、事業の詳細については以下の

とおりであります。

通信キャリアの新規顧客開拓や家電量販店での営業・販売支援サービスにおいては、海外ＰＣメー

カーの店頭販売支援サービスは底堅く推移したものの、家電量販店を中心とした販売支援業務において

は販促費削減の影響が継続しており、厳しい環境が続きました。　

ＩＴに特化した導入・設置・交換支援サービスにおいては、スマートフォン・タブレット端末向けの

キッティング業務や携帯電話・スマートデバイス無線通信の基地局案件に対する需要は多く、受注価格

の競争は厳しいものの、引き続き堅調に推移いたしました。　　

主にＩＴ周辺機器やインターネット接続に関わるヘルプデスクを提供する運用支援サービス（コール

センターの運営等）においては、依然として競争は厳しいものの、ＩＴ周辺のヘルプデスクのニーズは

底堅く、安定的に推移いたしました。　　

また、平成25年６月に本格稼働致しました福岡コンタクトセンターについても、受注、引合とも増加

しており、稼働席数は順調に増加しております。
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以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は21億56百万円(前第１四半期連結累計期間比5.9％

減）、営業利益は49百万円（前第１四半期連結累計期間比31.8％減）、経常利益は53百万円(前第１四

半期連結累計期間比22.3％減）、四半期純利益は39百万円（前第１四半期連結累計期間比24.1％減）と

なりました。

　
（２）財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１億40百万円減少（5.1％減）し、25億86百万円とな

りました。これは、主として現金及び預金が１億５百万円、受取手形及び売掛金が49百万円減少し

たこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、６百万円減少（0.9％減）し、６億44百万円となりま

した。これは、主として投資その他の資産が４百万円減少したこと等によります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、１億46百万円減少（4.3％減）し、32億30百

万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、１億14百万円減少（8.3％減）し、12億59百万円とな

りました。これは、主として短期借入金が30百万円、未払法人税等が17百万円、１年内返済予定の

長期借入金が14百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、71百万円減少（10.0％減）し、６億42百万円となりま

した。これは、主として社債が50百万円、長期借入金が19百万円減少したこと等によります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、１億85百万円減少（8.9％減）し、19億１

百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、39百万円増加（3.1％増）し、13億28百万円となり

ました。これは、主として四半期純利益を39百万円計上したこと等によります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べて2.9ポイント増加し、41.1％となりま

した。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,500,000

計 19,500,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月18日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,752,200 5,752,200
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株
であります。

計 5,752,200 5,752,200 ― ―
 

(注)「提出日現在発行数」欄には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年11月１日～
平成26年１月31日

― 5,752,200 ― 1,002,602 ― 35,524
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年10月31日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

   平成26年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 546,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,205,600
52,056 ―

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
600

発行済株式総数 5,752,200 ― ―

総株主の議決権 ― 52,056 ―
 

　

② 【自己株式等】

  平成26年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

スリープログループ㈱
東京都新宿区西新宿
７－21－３

546,000 ― 546,000 9.49

計 ― 546,000 ― 546,000 9.49
 

　

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年11月１

日から平成26年１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年11月１日から平成26年１月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、ＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,396,798 1,291,186

売掛金 1,172,365 1,122,585

その他 157,188 172,379

貸倒引当金 △224 △101

流動資産合計 2,726,129 2,586,049

固定資産

有形固定資産 120,840 121,087

無形固定資産

のれん 69,134 71,478

その他 58,525 54,624

無形固定資産合計 127,659 126,103

投資その他の資産

長期貸付金 241,675 236,324

その他 472,079 467,482

貸倒引当金 △312,010 △306,821

投資その他の資産合計 401,743 396,985

固定資産合計 650,243 644,176

資産合計 3,376,373 3,230,225

負債の部

流動負債

買掛金 92,025 88,997

短期借入金 220,000 190,000

1年内償還予定の社債 114,000 114,000

1年内返済予定の長期借入金 113,127 98,628

未払金 571,692 588,616

未払法人税等 27,541 9,693

賞与引当金 － 29,921

その他 234,926 139,258

流動負債合計 1,373,312 1,259,114

固定負債

社債 365,000 315,000

長期借入金 206,000 186,014

その他 142,852 141,200

固定負債合計 713,852 642,214

負債合計 2,087,165 1,901,329
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,002,602 1,002,602

資本剰余金 108,359 108,359

利益剰余金 221,307 260,705

自己株式 △140,395 △140,395

株主資本合計 1,191,872 1,231,271

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,929 96,002

その他の包括利益累計額合計 96,929 96,002

新株予約権 405 1,622

純資産合計 1,289,208 1,328,896

負債純資産合計 3,376,373 3,230,225
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年１月31日)

売上高 2,290,467 2,156,473

売上原価 1,816,389 1,724,894

売上総利益 474,078 431,579

販売費及び一般管理費 401,545 382,115

営業利益 72,532 49,464

営業外収益

受取利息 63 2,513

受取配当金 652 652

貸倒引当金戻入額 6,749 5,311

賃貸収入 1,136 －

その他 2,207 1,033

営業外収益合計 10,808 9,510

営業外費用

支払利息 2,897 3,894

社債発行費 8,126 －

支払保証料 1,312 1,422

賃貸収入原価 1,033 －

その他 1,032 57

営業外費用合計 14,401 5,374

経常利益 68,939 53,599

特別利益

投資有価証券売却益 8,000 －

特別利益合計 8,000 －

特別損失

固定資産除却損 10,739 183

特別損失合計 10,739 183

税金等調整前四半期純利益 66,200 53,415

法人税、住民税及び事業税 8,977 9,648

法人税等調整額 5,303 4,368

法人税等合計 14,280 14,017

少数株主損益調整前四半期純利益 51,920 39,398

四半期純利益 51,920 39,398
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 51,920 39,398

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17,455 △927

その他の包括利益合計 17,455 △927

四半期包括利益 69,375 38,471

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 69,375 38,471

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。　

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　
(追加情報)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及

びのれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日)

減価償却費 7,196千円 11,169千円

のれんの償却額 9,744千円 8,855千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年１月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年１月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループはＢＰＯ事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載を省略して

おります。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円97銭 ７円57銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 51,920 39,398

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 51,920 39,398

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,206,200 5,206,200
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が

     存在しないため、記載しておりません。　

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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ＵＨＹ東京監査法人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   若   槻         明   印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   片   岡　 嘉   徳   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月18日

スリープログループ株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているス

リープログループ株式会社の平成25年11月１日から平成26年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結
会計期間(平成25年11月１日から平成26年１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年11月１日か
ら平成26年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スリープログループ株式会社及び連結子会
社の平成26年１月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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